
保育所の自己評価（令和２年度） 

社会福祉法人若葉会 大宮みのり保育園 

 

本園の保育・教育全般について総合的に評価しその結果を公表するとともに、その評価結果を踏まえ 

保育の内容などの、専門性の向上や保育実践の改善に努めていきます。 

 

 

 

項目 内   容 評価 特記事項 

保
育
の
理
念
に
つ
い
て 

(１)保育理念や基本方針が明文化され、保護者に周知している。 A 
・ホームページ

にて理念方針等

周知している。 

 

・年度末に全職

員で検討、確認。 

より良い保育を

めざし、同じ方

向性で日々保育

に努めている。 

(２)保育過程の作成には職員が参加し、地域の実情や保護者の意向な

どを反映している。 
A 

(３)保育目標は、前年度の反省を生かし全職員で検討し、かつ共通理

解を図っている。 
A 

(４)子どもの人権に十分配慮すると共に、子ども一人ひとりの人格を

尊重した保育についての共通理解を図っている。 
A 

健
康 
・ 

安
全 

・ 

環
境 

(１)健康管理は、感染症などに関するマニュアルを作成し、職員に周

知している。 
A 

・マニュアルを作

成し内部外部の

研修を通し、予

防・防止に努め

た。また、新型コ

ロナウイルス等、 

感染症予防対策

の徹底に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

・アレルギー疾患

を持つ子の状態

の把握や各クラ

スの様子を共通

理解し、家庭や医

療機関との連携

を密にしている。 

 

 

 

 

 

・四季を感じられ

る製作活動や季

節行事を工夫し

実施した。 

(２)地震・風水害等災害発生時に対するマニュアルがあり、子どもの

安全確保の取り組みをしている。 
A 

(３) 室内外の衛生面・安全面に配慮し、安全点検を実施すると共に、

事故の未然防止策の検討をしている。 
A 

(５)安全管理及び乳幼児突然死症候群(SIDS)を予防するマニュアルが

あり、職員に周知され活用している。 
A 

(６)保護者への感染症予防策及び感染時の対応について周知している。 A 

(７)内科・歯科検診等の結果について保護者や職員に伝達し、それを

保育に反映している。 
A 

(８)乳幼児に適した食生活が展開されるよう、環境設定や献立の作

成・調理が工夫され、食事についての見直しや改善をしている。 
A 

(９)アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子どもに対し、主治医からの

指示のもとで、適切な対応を行っている。 
A 

(10)個別対応の食物アレルギー除去食の誤食がないように、専用食器

やプレートを使用し、調理担当者や保育士が確認している。 
A 

(11)園内の清掃がなされ、清潔で子どもが心地よく過ごすことができ

る環境を整備している。 
A 

(12)調理施設やトイレ・手洗い等の衛生管理のマニュアル及びチェックリ

ストがあり、常に清潔に保たれ、食中毒の発生の防止に努めている。 
A 

(13)園内に子ども達が季節感を味わえるような工夫をしている。 A 

評価の基準について 

Ａ：大変良い   Ｂ：良い  Ｃ：一部改善を要する 



項目 内   容 評価 特記事項 

保 

育 

内 

容 

(１)子ども一人ひとりを受容して、さらに理解を深めながら状況に応

じて適切な援助や対応をしている。 
A 

・園全体での連

携や情報交換を

行い、一人ひと

りに寄り添った

保育を心掛け

た。 

 

 

・菜園活動や園

外活動で、自然

や社会との関わ

りに関心が持て

るよう工夫し実

施した。 

 

 

・発達段階に応

じた保育内容や

環境作りを実施

し、子どもの主

体性を育めるよ

うに努めた。 

 

 

・乳児では安心

安全な保育士と

の関わりや環境

作りに配慮し、

SIDS や感染症

予防対策を実施

している。 

(２)基本的な生活習慣の形成や自立に関しては、子どもの状況に応じ

て対応している。 
A 

(３)子どもが主体的に活動できるような人的・物的環境が、整備され

ている。 
A 

(４)生活体験の中で、身近な自然や社会とのかかわりを通して、命の

大切さや季節感などの豊かな感性を育むよう配慮している。 
A 

(５)身体を使った様々な表現遊びや、様々な素材を使って表現活動が

体験できるよう配慮している。 
A 

(６)遊びや生活を通して社会性や自主性を育て、人間関係が育つよう

にしている。 
A 

(７)乳児保育のための衛生的で安心な環境を整備し、一人ひとりの子

どもの発育や状況に合わせて、睡眠やあそび、授乳・離乳食などを

配慮している。 

A 

(８)長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育内容や方法に

配慮している。 
A 

(９)障がい児保育のための環境を整備し、保護者の理解の下で関係機

関や医療機関との連携を図り、必要に応じて助言指導を受けている。 
A 

(10)保育指導計画には、各年齢の保育において養護と教育の一体的展

開がされるような、保育の内容や方法が記載されている。 
A 

(11)定期的に保育の計画・実施・評価・改善をしている。 A 

(12)小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、保育の内容や

保護者・小学校とのかかわりに配慮している。 
A 

入
所
児
童
の
育
児
支
援 

(１)送迎時の対話や連絡帳への記載など日常的な情報交換に加えて、

別に機会を設けて相談に応じたり個別に面談を行っている。 

 

A 
・保護者支援や

虐待についての

内外の研修を実

施し、保育の質

の向上に努め

た。 

・登園時の視診

に加え、体の観

察を細目に行

い、子どもたち

の異変・状態の

把握に努めてい

る。 

(２)家庭の情報や交換内容が必要に応じて記録され、関係職員に周知

されている。 
A 

(３)保護者会・懇談会などを定期的に開催し、保護者との共通理解を

得るための機会を設けている。 

 

A 

(４)保育者は、日常において保護者や子どもの様子を観察し、虐待の

予防や早期発見に努めている。 

 

A 

(５)保育内容や行事などの園生活に関する情報を提供している。 A 



地
域
の
育
児
支
援 

(１)育児相談や地域の親子との交流や子育て支援を実施している。 A ・見学相談への

丁寧な対応を心

掛け、専門機関

と連携しながら

支援を行った。 

 

(２)子育て支援に関するパンフレットなどで、積極的に情報の提供を

している。 
A 

(３)関係機関や地域ボランティアと協力して、事業を計画実施している。 A 

(４)地域の子育てニーズを把握して、情報提供や支援を実施している。 A 

項目 内   容 評価 特記事項 

地
域
と
の
連
携 

(１)子どもと地域との交流を広げるため、施設を公開したり行事の公

開や参加への取り組みをしている。 
A 

・公開保育や就

学前個人面談を

通し、情報共有

の機会を設けて

いる。 

(２)保護者が、就学に向けての子どもの生活についての見通しを持て

るように配慮している。 
A 

(３)育児相談などに際して、専門機関との相談や連携ができている。 A 

(４)ボランティア・体験学習などを積極的に受け入れている。 A 

(５)高齢者施設などの人々との交流の機会を設けている。 A 

(６)他の保育園と交流する機会を設けている。 A 

人
材
育
成 

(１)職員の研修について計画的に適切な研修機会を確保している。 A ・実習生受け入

れ新任保育士育

成の為、個々へ

の対応や指導を

実施。内外の研

修を計画的に実

施し、個々のス

キルアップに努

めている。 

(２)計画的に園内研修を実施し、資質の向上と共通理解を図っている。 A 

(３)定期的な自己評価に取り組み、保育の改善と組織的な課題を明確

にしている。 
A 

(４)保育実習生の受け入れと育成についての体制を整え、積極的な取

り組みをしている。 
A 

組
織
運
営 

(１)保育の質の向上や改善のための取り組みを、計画的に実施してい

る。 
A ・保護者からの

意見や相談に丁

寧に対応し、改

善できる点は速

やかに取り組ん

でいる。 

(２)施設長は、自らの役割と責任を職員に表明し、保育の質の向上に

対する取り組みを指導している。 
A 

(３)運営規程の課題を把握し、計画的な取り組みを行うとともに、定

期的に検証、見直しをしている。 
A 

(４)保護者からの意見や提案に対して、迅速に対応している。 A 

(５)苦情解決の仕組みが確立して、保護者に周知されている。 A 

(６)個人情報に関する守秘義務について全職員に周知し、守られてい

る。 
A 

 


